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は じ め に 

 
  “ひとりぼっち ０（ゼロ）” 

この言葉は、地域福祉をさらに推進していくための 

『第 3次奈良市地域福祉計画』の策定にあたり、前計 

画における施策の実績評価や、社会背景を踏まえての 

考察のなかで浮かび上がってきたキーワードです。 

今回の計画は、より住民の声が反映されたものになるようにと、奈良市社会福祉

協議会が作成する第 2 次地域福祉活動計画と「理念」や「方向性」をひとつにし、

そのなかで見えてきた課題・ニーズをもとに目標や活動の方向を同じくして取り組

んでまいりました。そして、「この目標を達成した結果、こういう奈良市であって

欲しい」という願いを込めて、「他人事（ひとごと）ゼロ」「虐待ゼロ」「孤立ゼロ」

という「3つのゼロ」から生まれる“ひとりぼっち ０（ゼロ）”計画を策定いたし

ました。 

 

近年の社会福祉を取り巻く環境は目まぐるしく変化し、住民一人ひとりが抱える

生活課題は複雑化しています。 

こうした生活課題や各分野の制度・施策のすきまにある課題を包括的に支援して

いくため、行政だけでなく、地域住民、ボランティア団体やＮＰＯなどの市民活動

団体、そして社会福祉法人などの民間事業者が、連携・協働して解決や緩和を図る

「地域福祉」に大きな期待が寄せられています。 

私たちは、今後、この期待に応えるべく、この『第 3次奈良市地域福祉計画』を

もとに地域福祉の向上に取組み、計画の理念である「支えあい、ともに生きる安心

と健康のまちづくり」に基づき、“ひとりぼっち ０（ゼロ）”に向けた社会を目指

してまいります。 

 本計画の推進にあたりましては、市民の皆様をはじめ、地域で活動をされている

関係団体と行政が連携して、各事業の実施に取組むことが必要であると考えており、

今後とも、多くの方々の積極的な参画をお願い申し上げます。 

 

 結びに、本計画の策定にあたりまして、貴重なご意見やご提言、多大なるご協力

をいただきましたすべての皆様に心から感謝を申し上げます。 

 

                  平成29年  奈良市長 仲川 げん 
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